
平成２８年７月１日

小 学 校 長 様

中 学 校 長 様

中 等 教 育 学 校 長 様

英 語 科 主 任 様

英語教育関係者の皆様

ノートルダム清心学園

清心中学校・清心女子高等学校

校 長 三 宅 聖 子

「ノートルダム杯英語スピーチコンテスト」開催について（ご案内）

盛夏の侯、皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。日頃は本校の

教育に深いご理解とご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。本校は、文部科学省から「スーパ

ーグローバルハイスクール・アソシエイト」の指定を受け、グローバル教育の一層の推進に努めてお

ります。

さて、ノートルダム清心学園主催「ノートルダム杯英語スピーチコンテスト」を開催したいと存

じます。ますます国際化が進む 21 世紀を担う若人に、「英語」を使って発表できる場を設け、いろ
いろな人とのコミュニケーションの輪を広げながら、楽しいひとときをお過ごしいただければと願

っております。

小学生部門では暗唱コンテストを設け、発音や表現力の向上を目指します。また、中学生部門で

はオリジナル原稿のスピーチコンテストによって、自分の意見を英語で発信できる場を設け、コミ

ュニケーション能力の育成のお役に立てることを願っています。男子・女子の両方とも参加可能で

す。

おかげさまで、小学生部門、中学生部門ともに、毎年たくさんのご応募をいただき、大変ありが

たく思っております。コンテストの趣旨をご理解いただきまして、一人でも多くの児童・生徒の皆

さんに参加していただけますよう、ご紹介いただければ幸いに存じます。ご応募を心よりお待ち申

し上げます。

記

主 催： ノートルダム清心学園清心中学校・清心女子高等学校

後 援： 山陽新聞社（申請予定）

日 時： 平成２８年１１月５日（土） ※年度当初の計画から変更になりました。

小学生部門 9：00～ 12：00(予定) 中学生部門 13：00～ 16：00 (予定)
場 所： 清心中学校・清心女子高等学校 中講堂

岡山県倉敷市二子 1200
応募資格： 近県小学校に在学の５・６年生の児童

近県中学校に在学の１・２・３年生の生徒

小学生部門・中学生部門ともに海外経験の有無は問いませんが、英語を母語とする

生徒は対象となりません。

本コンテストにて過去優勝された方は、出場をご遠慮ください。



応募要項：

小学生部門 中学生部門

Recitation Contestの部 Speech Contestの部

○添付してある４つの暗唱課題から１つを選び ○創作のみです。

暗唱してください。 ○テーマは自由です。

○対話文は２名の児童で行ってください。 ○発表は 3分以内で行ってください。
○申し込み時に課題を選択してください。 ○未発表のものに限ります。

○申し込み後の変更はできません。 ○マイクは使用しません。

○マイクは使用しません。 ○原稿を見ながらの発表はできません。

○原稿を見ながらの発表はできません。

○１校あたりの人数制限はありません。 ○１校あたりの人数制限はありません。

（英会話スクールからの応募は小学校名で扱い

ます）

審査基準 審査基準

Pronunciation : 50% Content : 40%,
Delivery : 50% Pronunciation : 40%

Delivery : 20%

※ Deliveryには Eye contact, Intonation, Volume などを含みます。

中学生の入賞者の方には、清心女子高等学校の入学試験 B方式の受験資格が与えられます。

応募方法： 別紙申込書に必要事項をご記入の上、９月３０日（金）までに郵送、ファックス、

またはメール添付（PDF, ワード, 一太郎）にてお申し込みください。
※中学生の部の原稿提出もお願いします。

連絡先（お問い合わせ） 〒 701-0195
岡山県倉敷市二子 1200
清心中学校・清心女子高等学校

グローバル教育担当（小寺裕之）

TEL：086-462-1661
Fax：086-463-0223
Email：kodera@nd-seishin.ac.jp



暗唱の前に次のフォームに従った簡単な自己紹介をし、その後、選んだ課題文を暗唱してください。

課題文はタイトルも言ってください。

自己紹介（清心花子さんの例）：下線部を自分のことに変えて言いましょう。

Hello, everyone. My name is Hanako Seishin. I am 11 years old. I am from Kurashiki.
I like reading books. My dream is to be a nurse in the future.

Monolog (Recitation for ONE person)

[A] Trains of the Future

Have you heard of maglev trains? They use magnets to run along the rails. They are
the trains of the future. These trains are fast, very fast. In Japan, the Linimo maglev
train can run at 600 kilometers per hour. You could travel from Okayama to Osaka in
about 20 minutes. You could travel to Tokyo in about one hour. These trains are quiet
too. They don’t use wheels at high speeds. They don’t even touch the rails. China is
using maglev trains in Shanghai. This year, Korea started using maglev trains at
Incheon airport. I think we will see the trains of the future here in Japan very soon.

[B] I'm Sorry I Was Late.

I'm sorry I was late today. I have a really good excuse! My bicycle had a flat tire! My
Mom's car ran out of gas. I got on the wrong train! The bus caught fire! The streetcar
exploded! The taxi driver went crazy and drove through Marunaka! The airplane
crashed into the sea! The rescue helicopter got lost! My parachute didn't open! It
wasn't my fault! I tried my best. Honest! You believe me, don't you?



Dialog (Recitation for TWO people)
[C] Autonomous Cars
A： The light's green. We can go.
B： Look out! That car just went through on a red light!
A： That was really dangerous!
B： See! That's why I think we shouldn't let people drive anymore!
A： So what will everybody do? Walk?
B： No. We could still take cars ... just, we wouldn't let people drive them.
A： We wouldn't get very far!
B： No, really. I'm talking about autonomous cars.
A： What does that mean?
B： Cars that drive themselves!
A： Like robot cars?
B： Sure!
A： That's just science fiction!
B： Not really, more than ten car makers say they want self-driving cars by 2020.
A： But wouldn't that be dangerous?
B： It would be safer than that car that almost hit us!
A： You're probably right.

[D] Where are my keys?
A：Dad (Mom), what are you looking for?
B：My car keys. I can’t find them.
A：Are they on the couch?
B：<checks> No, they are not there.
A：Are they on the table?
B：<checks> No, they are not there.
A：Are they in your pocket?
B：<checks> No.
A：Hmm…Are they in the…car?
B：<checks> Yes, but the door is locked! My keys are locked inside. OH NO! I’m going
to be late!
A：You can take my bike. I don’t need it. Here are the keys.
B：Great. Thank you. <leaves, returns>
A：What’s the matter?
B：The tire is flat! I’m going to be late!
A：Don’t worry. Here, take my skateboard.
B：Skateboard? OK. Thanks, see you tonight!
A：Good bye.



Fax： ０８６－４６３－０２２３ 清心中学校・清心女子高等学校あて

第２２回 ノートルダム杯 English Speech Contest 参加申込書

参加部門 小学生部門 ・ 中学生部門

出 場 者 （Dialogの場合は、２名ともご記入ください） 性別・学年

フ リ ガ ナ (姓) (名)

男 ・ 女

名 前 （漢字） (姓) (名)

（ ）年

ロ ー マ 字 (Family) (First)

フ リ ガ ナ (姓) (名)

男 ・ 女

名 前 （漢字） (姓) (名)

（ ）年

ロ ー マ 字 (Family) (First)

タイトル （英文・ブロック体）大文字・小文字の区別を明記してください。
または

選んだ課題

住 所 〒 Tel：

フ リ ガ ナ

学 校 名
立 学校

学 校 所 在 地 〒 Tel：

フ リ ガ ナ

ご 担 当の先生 先生

メールアドレス
（学校）

学校代表アドレスがない場合、連絡先として差し支えなければご記入ください。

（個人）

小学校部門に英会話 スクール名：
スクール等からの申

し込みの場合は、上 所 在 地：（〒 ）
の学校欄と、こちら

の両方にご記入くだ Tel：
さい。

ご担当の先生：

※９月３０日（金）必着でお願いします。


